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で、既に Microsoft に買収された昔の「携帯電話の王」である Nokia がトップの席を占めて 24％の市





              
 それから３年後の 2014 年において、中国におけるスマートフォンの市場シェアはどのようになって
いるかと言えば、下記の図２の 2014 年第 2 四半期の調査データを見れば分かるとおり、想像できな
いほど変わっている。図１にある Samsung、Apple、ZTE 以外は、あまり知られていないブランドばかり
になっている。トップ１の Samsung、第 6位のApple以外全部中国系ブラントになっている。しかも第 2
位のXiaomi（中文名：小米）は成立後わずか 3年間の企業であり、トップのSamsungとはわずか1.9％
の差しかない。中国系電子メーカーの成長スピードは、大抵の人がショックを受ける程迅速である。 






 上述のように、中国において、2014 年第２四半期スマートフォンの売上のトップ 10 位の中には、依
然としてトップの韓国系である Samsung と米国系の Apple 以外の 8 社は、全て中国系企業になって




は年間売上が約 2390億人民元（約 400億 US ドル）（2013年度）と、約 752億人民元（約 123億 US
ドル）（2013 年度）の世界トップ企業 500 強のメンバーになっている。完全に携帯電話を模倣して起
業したとされる Coolpad は、アジアハイテクトップ企業の一つとして世界最先端のスマートフォン製造
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